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こんなことが決まりました 令和元年 第３回定例会
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議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
議
会
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
推
進
お
よ
び
議
会
モ
ニ
タ
ー

制
度
の
課
題
を
探
る
こ
と
を
目
的
に
、

議
会
改
革
度
調
査
５
年
連
続
全
国
１

位
の
十
勝
管
内
芽
室
町
議
会
を
８
月

７
日
に
視
察
し
ま
し
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
効
果
は
、

大
量
の
紙
資
料
を
持
ち
運
ぶ
こ
と
な

く
、タ
ブ
レ
ッ
ト
１
台
に
集
約
し
、住

民
の
問
い
合
わ
せ
に
即
座
に
対
応
で

き
る
こ
と
か
ら
、
行
政
と
住
民
と
の

橋
渡
し
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
政
策

立
案
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る

被
災
状
況
を
瞬
時
に
共
有
で
き
る
な

ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
導
入
に
よ
り
、

住
民
か
ら
の
要
望
、
提
言
な
ど
広
く

意
見
を
聴
取
し
、
政
策
提
案
機
能
を

強
化
で
き
る
こ
と
や
、
議
員
の
な
り

手
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
る

な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、議

会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
始
め
る
た
め
に

は
、
全
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
の
配
信
、
資
料
や
会
議
録
を
公
開

▲８月の芽室町議会視察風景

議
会
運
営
委
員
会

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
議
員
と
住
民
と

が
同
じ
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
向
け
た
議
論

は
、
平
成
29
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た
、

行
政
視
察
か
ら
調
査
研
究
が
始
ま
り

ま
し
た
。
当
委
員
会
で
は
今
回
の
視

察
を
機
に
、タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
が
、開

か
れ
た
議
会
の
実
現
に
向
け
た
「
情

報
公
開
」
と
「
市
民
参
加
」
の
機
会

を
拡
充
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と

結
論
付
け
、
年
度
内
の
整
備
を
望
む

も
の
と
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
調
査
研
究
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

市民にわかりやすく、開かれた議会を目指して！市民にわかりやすく、開かれた議会を目指して！

18:30～20:00〈18:00受付〉

留萌市船場町2丁目114

11月20日水

市民と議会の
意見交換会

市民と議会の
意見交換会

とき

ところ

令和
元年

るしんふれ愛パーク管理棟

対象 留萌市にお住まいの方
参加希望者は、電話、または名前・電話番号・
性別・年齢をご記入の上、FAX・E-mailにて、
上記の「留萌市議会事務局」
までお申し込みください。 11月13日水

応募締め切りは

臨時託児所を
開設します。

参加
無料

第１部

【テーマ】 ①道の駅
　　　　 ②子育て支援

■第１及び第２常任委員会
■決算審査特別委員会

※テーマに沿って意見交換を行います

議会報告

第２部 意見交換会

　
留
萌
市
議
会
で

は
、
専
門
的
に
調
査

を
行
い
、
議
案
、
陳

情
等
を
審
議
す
る
た

め
に
常
任
委
員
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
市

民
と
一
層
の
情
報
共

有
を
図
る
た
め
、
第

１
常
任
委
員
会
と
第

２
常
任
委
員
会
の
議

事
録
を
公
開
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
審
議
さ

れ
て
い
る
か
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
議
事
録
は
次
の
場

所
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
▼
市
役
所
１
階
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
▼

図
書
館
▼
市
内
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
▼
留
萌
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
会

議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

各
常
任
委
員
会

議
事
録
を
公
開

応
募
方
法

参加者募集！

参加申込時に
お知らせください。

および

参加希望者は、電話または名前・電話番号・
性別・年齢をご記入の上、FAX・E-mail で、
上記の「留萌市議会事務局」
へお申し込みください。

　

留
萌
市
議
会
で

は
、
専
門
的
に
調
査

を
行
い
、
議
案
、
陳

情
な
ど
を
審
議
す
る

た
め
に
常
任
委
員
会

を
設
置
し
て
い
ま

す
。今
年
度
か
ら
は
、

市
民
と
一
層
の
情
報

共
有
を
図
る
た
め
、

第
１
常
任
委
員
会
と

第
２
常
任
委
員
会
の

議
事
録
を
公
開
し
て

い
ま
す
。

　

委
員
会
で
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
審
議
さ

れ
て
い
る
か
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

議
事
録
は
次
の
場

所
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

▼
市
役
所
１
階
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
▼

図
書
館
▼
市
内
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
▼
留
萌
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
会

議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

各
常
任
委
員
会

議
事
録
を
公
開

平成 30年度留萌市各会計歳入歳出決算
平成 30年度留萌市水道事業会計決算
平成 30年度留萌市病院事業会計決算

平成 30年度留萌市の健全化判断比率の報告
平成 30年度留萌市の資金不足比率の報告

令和元年度留萌市一般会計補正予算（第 3号）について
留萌市体育施設条例の一部を改正する条例制定について
令和元年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1号）について
令和元年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第 2号）について
留萌市市税条例一部を改正する条例制定について
留萌市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定について
財産の取得について（職員端末機器ノート型 PC		89 台）
財産の取得について（職員端末機器　ディスプレイ一体型 PC　140 台）
財産の取得について（職員端末機器　ディスプレイ一体型 PC　145 台）
財産の取得について（蒸気式攪拌装置付全自動煮炊釜　3台）
留萌市公平委員会委員の選任について

高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書
水産業の体質強化を求める意見書
林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書

認　　定

了

原案可決
適　　任

原案可決
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【総務費】
Ｑ市長と市民のフリートーク、昨

年実績10人から66人と増えてい
る。成果の要因は。
Ａ開催日を曜日指定ではなく、希望
に応じて随時開催したことで成果
が出た。

Ｑ平成30年度の学芸員の採用はゼ
ロだったが、どのような観点で採
用を考えているか。
Ａ学力と学芸員としての資質と能力
などで判断している。今年度も募
集し、１人内定を出している。

Ｑ地域おこし協力隊の実情と課題は
あるか。
Ａ30年度、現役２人、途中退任２
人。１人は、幌糠で起業する。全
国的に職種のミスマッチによる途
中退任が課題となっている。

【民生費】
Ｑ特定教育施設運営事業で市内の幼

稚園での一時預かり保育事業の人
数と課題は。
Ａ待機児童が発生したことから、
３～５歳児の受け入れを要請
し、30人を受け入れた。幼児教
育の無償化に伴い、来年度から市
の負担が４分の1発生することか
ら財政に与える影響がある。

Ｑ病児保育の利用者が少ないが要因
は。
Ａ年度途中の開設であったため、利
用者が２人にとどまった。市内保
育園や幼稚園などに、プリントを
配り周知している。

Ｑ児童福祉施設費の不用額が多くな
った要因は何か。
Ａ保育施設運営事業の保育実施費負
担金で予算では290人ほどの入所
を見込んでいたが、実際に入所で
きた人数が278人だったので、不
用額が発生した。

【衛生費】
Ｑ合同墓が設置されたが、その運用

状況、課題は。
Ａ３月中には事前申し込みはなく、
４月から運用し、38件、約90体
が納められた。市内外でこれまで
自宅などで保管していた遺骨を納
められる方が多い。

Ｑ地域健康づくり関連人材育成事業
はどのように継続されているの
か。
Ａ医療クラークの養成は続いてお
り、スキルアップを図っている。

Ｑ目のコホート研究事業が終了した
が、今後も研究事業を取り入れて
いくのか。
Ａ市民1,700人に協力いただいた。
今後の研究事業も、市民の皆さん
に役立っていくものに限定して行
いたい。

【労働費】
Ｑ地元人材育成事業の成果は。
Ａ高校生が「かずもちゃん焼き」の
金型を作り、イベントなどで販売
活動を行った。

【農林水産費】
Ｑナマコ資源管理技術開発試験事業

の効果について。
Ａ今後資源保護を継続可能に実施す
るため、増殖事業で放流技術の推
進を図る。

Ｑタルマップダム改修工事の内容に
ついて。

Ａダム法面の一部が崩落したため、
北海道が実施した工事の一部を負
担。工事期間は令和４年度まで。

【商工費】
Ｑ消費生活相談の件数減の理由は。
Ａ販売や契約、解約の相談が減少し
たことによる。

Ｑ海岸漂着物の処理基準が必要では
ないか。
Ａ漂流場所により国や北海道、市な
どの管理者が処理を行うため、基
準の作成は難しい。

【土木費】
Ｑ河川維持工事施工箇所は、地元要

望でなく市で決定しているのか。
Ａ豪雨があり、倒木の処理を行っ
た。地先農家の要請もあった。

【教育費】
Ｑソーシャルワーカーの活動は。
Ａ学校や日常生活などの困難に対
し、子どもや家庭、地域に働きか
け、問題解決にあたっている。人
材確保が課題。

Ｑ子どもの体力アップ推進事業（Ｃ
ＯＴ）の取組について伺う。

Ａ各小学校で取り組み、体育の授業
で行っている。体力測定の結果が
アップしてきた。成果や課題を検
証していく。

Ｑ英語指導助手（ALT）を増員した
効果について伺う。
Ａ2人になり、小学校に多くの時間
入ることができ、外国語の発音に
ふれる機会が増えた。

決算審査特別委員会からの報告（一部抜粋）９月12日から13日まで決算審査
特別委員会を開きました。
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令
和
元
年 

第
３
回
定
例
会
一
般
質
問
と
答
弁

質
問

「
旧
留
萌
～
増
毛
間
」
の
活
用
に
つ

い
て

　

観
光
資
源
と
し
て
の「
旧
留
萌
～
増
毛
間
」

の
線
路
跡
地
の
取
得
活
用
と
合
せ
て
調
査
結

果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁

鉄
道
敷
地
内
の
施
設
お
よ
び
付
帯
す

る
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
橋
梁
の
撤
去
費
用
算

出
、
譲
渡
を
受
け
る
際
の
安
全
性
確
認
を
行

う
た
め
調
査
を
昨
年
12
月
に
完
了
し
た
。
Ｊ

Ｒ
北
海
道
に
提
示
し
、
資
産
譲
渡
に
向
け
た

課
題
な
ど
を
協
議
中
。今
後
の
活
用
方
策
は
、

譲
渡
箇
所
の
安
全
対
策
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
と
十
分

な
協
議
を
行
っ
た
上
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。質

問

公
共
施
設
の
今
後
に
つ
い
て

　

今
後
の
整
備
の
方
向
性
、
廃
校
校
舎
・
解

体
校
舎
の
跡
地
活
用
を
ど
う
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
旧
留
萌
高
校
校
舎
を
市
役
所
庁
舎
な

ど
に
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

市
民
の
利
用
度
が
高
く
、
財
政
負
担

の
軽
減
が
期
待
で
き
る
社
会
教
育
施
設
の
整

備
を
市
庁
舎
よ
り
優
先
し
、
官
民
で
協
議
の

上
検
討
す
る
。
旧
留
萌
高
校
を
市
庁
舎
と
し

て
使
う
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

違
う
形
で
活
用
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
検
討
す

る
。質

問

災
害
時
の
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て

　

近
年
、
巨
大
地
震
や
大
津
波
、
記
録
的
な

大
雨
に
よ
る
災
害
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い

る
。
障
が
い
者
や
要
介
護
者
に
配
慮
し
た
福

祉
避
難
所
の
設
置
状
況
や
今
後
の
避
難
所
拡

大
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁

平
成
31
年
３
月
29
日
に
社
会
福
祉
法

人
萌
寿
会
と
「
留
萌
市
と
萌
寿
会
と
の
福
祉

避
難
所
の
指
定
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
、

留
萌
市
で
初
め
て
と
な
る
福
祉
避
難
所
の
指

定
を
行
っ
た
。
今
後
も
、
要
介
護
者
の
受
け

入
れ
が
可
能
な
設
備
を
有
す
る
社
会
福
祉
施

設
と
協
定
締
結
を
行
い
、
市
内
の
福
祉
避
難

所
の
指
定
拡
大
に
努
め
る
。

る
。
公
債
費
の
適
正
な
水
準
を
維
持
し
、
既

存
施
設
の
集
約
化
な
ど
を
行
い
、
し
っ
か
り

議
論
し
て
整
備
を
進
め
た
い
。
屋
内
遊
戯
施

設
は
、
る
し
ん
ふ
れ
愛
パ
ー
ク
管
理
棟
に
並

列
す
る
形
で
、
令
和
３
年
度
に
は
建
設
工
事

を
着
手
で
き
る
よ
う
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て

進
め
た
い
。

質
問

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
と
ま
ち
づ
く
り

　

Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
の
方
向
性
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁

Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
個
別
協
議
を
進
め
な

が
ら
、
駅
周
辺
も
含
め
、
船
場
公
園
周
辺
一

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
や
代
替
交
通
も
含

め
た
新
た
な
公
共
交
通
体
系
に
つ
い
て
、
市

民
に
示
し
て
い
き
た
い
。

質
問

待
機
児
童
発
生
の
要
因
と
対
策

　

国
は
待
機
児
童
解
消
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
留
萌
市
は
、
保
育

実
施
法
人
と
ど
の
よ
う
に
保
育
の
供
給
体
制

質
問

医
師
確
保
つ
い
て

　

留
萌
市
立
病
院
は
地
域
医
療
の
大
変
重
要

な
医
療
機
関
で
あ
る
。
医
師
確
保
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

答
弁

毎
年
、
大
学
医
局
を
訪
問
し
、
常
勤

医
師
の
派
遣
を
お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
全
体
で
医
学
生
の
実
習
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
今
後
も
地
域
医
療
を
守
り
抜
い
て
い
る

実
態
を
国
や
北
海
道
に
訴
え
て
い
く
。

質
問

公
共
施
設
整
備
と
市
の
財
政
状
況

　

平
成
30
年
度
決
算
を
終
え
、
新
た
な
公
共

施
設
整
備
な
ど
で
財
政
の
変
化
を
聞
き
た

い
。
道
の
駅
整
備
で
、
子
ど
も
の
屋
内
遊
戯

施
設
は
、
い
つ
ご
ろ
、
建
設
さ
れ
る
の
か
。

文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
の
想

定
さ
れ
る
建
設
時
期
を
伺
い
た
い
。　

答
弁

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
に

よ
り
基
金
残
高
が
減
り
、
厳
し
い
状
況
に
あ

村む
ら
か
み上　

 

均ひ
と
し

留
萌
公
明
党▲「旧留萌～増毛間」ＪＲ線路跡地

の活用は

▲運用が始まっている合同墓

▲かずもちゃん焼きを販売する留萌高
校の生徒

芳は

が賀　

博ひ
ろ
や
す康

民
　
　
　
主

▲災害時に備えた市民防災訓練

村む
ら
や
ま山

ゆ
か
り

萌
芽
ク
ラ
ブ

▲今後の方向性が問われるＪＲ留萌
本線車両風景

鵜う
し
ろ城　

雪ゆ
き
こ子

無
　
会
　
派



に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
来
た
の
か
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
、
保
育

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
導
入
を
考
え
て
頂
き
た

い
が
市
長
の
お
考
え
は
。

答
弁

体
制
強
化
や
組
織
体
制
、
職
員
の
条

件
整
備
な
ど
含
め
て
、
今
ま
で
も
加
配
問
題

や
さ
ま
ざ
ま
に
手
当
し
て
き
た
。
待
機
児
童

が
２
年
前
か
ら
起
き
る
事
は
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
。
国
に
準
じ
た
措
置
は
し
て
き
て
い

る
。
萌
幼
会
と
い
う
法
人
の
方
向
性
が
見
出

せ
な
い
と
市
と
し
て
は
一
歩
進
め
な
い
。
今

後
３
館
の
運
営
が
で
き
な
い
と
な
る
と
、
市

と
し
て
は
早
急
に
市
立
の
保
育
園
な
り
幼
稚

園
の
可
能
性
を
探
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

　

現
状
と
し
て
、
３
保
育
施
設
で
定
数
自
体

に
余
裕
が
あ
る
状
況
を
考
え
る
と
、
保
育
園

か
ら
相
談
し
て
頂
か
な
い
と
前
に
進
め
な
い

状
況
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

も
う
少
し
勉
強
し
た
い
。

質
問

外
国
人
の
定
住
促
進
に
向
け
た
支
援

策
の
必
要
性
に
つ
い
て

　

外
国
人
の
定
住
を
促
し
、
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
て
も
ら
う
た
め
の
施
策
と
支
援
す
る

意
思
は
あ
る
か
。

答
弁

定
住
促
進
に
は
、
安
心
し
て
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
や
受
け
入
れ
体
制
づ
く

り
が
重
要
。
他
自
治
体
の
取
り
組
み
な
ど
を

参
考
に
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問

海
の
ふ
る
さ
と
館
の
館
内
設
備
の
修

繕
・
更
新
に
つ
い
て

　

海
の
ふ
る
さ
と
館
に
は
長
い
期
間
「
故
障

中
・
使
用
中
止
」
と
な
っ
て
い
る
体
験
型
機

器
が
多
数
あ
る
。
修
繕
・
更
新
の
責
務
は
ど

こ
に
あ
る
か
。
来
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
た
修

繕
・
更
新
を
行
う
意
思
は
あ
る
か
。

答
弁

体
験
型
機
器
の
修
繕
。
更
新
は
軽
微

な
も
の
は
指
定
管
理
者
。
規
模
が
大
き
い
も

の
は
市
が
対
応
し
て
い
る
が
、
旧
型
で
修
繕

役
立
つ
商
品
な
ど
に
関
し
、
情
報
提
供
を
行

い
な
が
ら
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
啓
発
を
進
め
、
地
域
全
体
で
認
知
症

の
人
と
そ
の
家
族
を
支
え
る
体
制
を
整
備
し

て
い
く
。個
人
賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て
は
、

先
進
地
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
人

家
族
を
支
え
る
仕
組
み
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
く
。

質
問

旧
留
萌
高
校
校
舎
の
将
来
像

　

旧
校
舎
の
今
後
に
つ
い
て
、
北
海
道
と
取

得
に
向
け
た
話
だ
け
で
は
な
く
、
利
活
用
や

解
体
な
ど
も
含
む
土
地
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
話
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

　

総
合
戦
略
に
向
け
た
新
た
な
産
業
の
創

出
・
や
り
が
い
の
場
づ
く
り
に
は
有
効
な
拠

点
と
な
り
う
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。
官

民
協
働
に
よ
る
利
活
用
の
検
討
・
協
議
を
す

る
場
の
必
要
性
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

が
難
し
い
も
の
な
ど
す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い

も
の
も
あ
る
。
修
繕
で
き
な
い
も
の
は
撤
去

を
含
め
、
市
教
育
委
員
会
と
協
議
を
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　

認
知
症
は
誰
も
が
か
か
り
う
る
病
気
で
、

２
０
２
５
年
に
は
、
高
齢
者
の
５
人
に
１
人

が
認
知
症
に
か
か
る
と
い
う
予
測
も
出
て
い

る
。
留
萌
市
で
は
現
在
、
予
防
の
た
め
の
取

り
組
み
や
認
知
症
の
方
を
支
え
る
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
習
な
ど
が
多
く
行
わ
れ
て
い

る
。

　

地
域
社
会
が
温
か
く
支
え
る
こ
と
の
大
切

さ
は
理
解
し
た
上
で
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た

見
守
り
や
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
方
が
事
故

で
賠
償
責
任
を
負
っ
た
際
、
損
害
賠
償
保
険

の
加
入
な
ど
で
本
人
や
家
族
を
救
済
す
る
制

度
を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の
支
援
に
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答
弁

留
萌
中
学
校
と
し
て
の
活
用
を
検
討

し
た
が
、
譲
渡
価
格
や
改
修
経
費
・
埋
設
物

な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
利
活
用
は
難
し
い
と

判
断
し
た
。
北
海
道
教
育
委
員
会
へ
は
利
用

し
な
い
旨
の
回
答
を
し
て
い
る
。
用
途
変
更

に
よ
る
改
修
や
長
寿
命
化
に
向
け
た
活
用
に

伴
う
維
持
に
つ
い
て
も
、
財
政
状
況
を
考
え

る
と
現
段
階
で
は
難
し
い
。
協
議
の
場
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
今
は
な
い
が
、
市
民
の

中
か
ら
利
活
用
に
つ
い
て
声
が
上
が
れ
ば
、

市
と
し
て
も
協
議
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
行
政
の
支
援
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
も

ら
い
、
ど
の
よ
う
な
活
用
策
が
市
民
か
ら
出

る
か
注
視
し
て
い
く
。

質
問

森
林
資
源
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

安
定
し
た
財
源
確
保
を
目
指
す
に
当
た

り
、
基
盤
と
な
る
一
次
産
業
で
あ
る
林
業
の

取
組
み
と
間
伐
材
の
製
品
化
、
ブ
ラ
ン
ド
化

に
つ
い
て
、
ま
た
、
林
業
従
事
者
問
題
と
森

林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

答
弁

研
究
機
関
の
指
導
を
得
な
が
ら
、
地

域
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
可
能
性
を
探
る
。

　

北
海
道
と
連
携
を
図
り
林
業
従
事
者
の
確

保
に
務
め
、
機
械
化
（
Ａ
Ｉ
化
）
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。
森
林
環
境
譲
与
税
の
目
的
使

途
と
し
て
、
公
共
施
設
な
ど
へ
の
地
域
材
の

積
極
的
な
使
用
や
市
民
に
還
元
で
き
る
よ
う

な
持
続
可
能
な
森
林
整
備
を
実
施
し
、
地
域

林
業
の
活
性
化
を
目
指
す
。

質
問

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　

公
共
施
設
の
点
在
に
よ
る
移
動
の
困
難
と

避
難
所
施
設
の
老
朽
化
を
踏
ま
え
た
公
共
施

設
の
集
約
化
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

答
弁

公
共
施
設
劣
化
度
調
査
に
よ
り
、
避

難
所
施
設
の
統
廃
合
も
視
野
に
入
れ
て
検
討

し
て
い
く
。
ま
た
、
地
域
特
性
に
合
っ
た
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

く
。質

問

幼
児
教
育
無
償
化
に
つ
い
て

　
「
幼
児
教
育
無
償
化
」
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
保
育
料
に
含
ま
れ
て
い
た
副
食
費
が
実
費

徴
収
と
な
る
。
給
食
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
保
育
園
で
は
、
保
育
の
一
環
で
あ
り
、
徴

収
に
係
わ
る
業
務
が
保
育
園
の
新
た
な
負
担

に
な
る
。
保
育
士
不
足
の
観
点
か
ら
も
副
食

費
を
市
で
負
担
し
、
完
全
に
無
償
化
に
す
る
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考
え
は
な
い
か
。

答
弁

財
政
難
の
た
め
、
市
で
副
食
費
を
負

担
す
る
の
は
難
し
い
。
今
回
の
無
償
化
に
伴

う
課
題
に
つ
い
て
は
、
萌
幼
会
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
た
い
。

質
問

学
校
教
育
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
に

つ
い
て

　

保
護
者
が
年
間
に
負
担
す
る
額
の
中
で
大

き
な
割
合
を
占
め
る
給
食
費
だ
が
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
の
た
め
の
有
効
な
支
援
で
も
あ

る
給
食
費
の
無
償
化
と
、
評
価
に
使
う
テ
ス

ト
の
費
用
を
補
助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

給
食
費
は
、
就
学
援
助
の
対
象
者
が

無
償
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
完
全
無
償
化
は

考
え
て
い
な
い
。
テ
ス
ト
も
今
ま
で
ど
お
り

保
護
者
負
担
を
願
い
た
い
。

質
問

中
西
市
政
と
持
続
可
能
な
街
づ
く
り

に
つ
い
て

一
、
昨
春
の
選
挙
戦
に
お
い
て
、
市
民
の
前

に
明
ら
か
に
し
た
「
公
約
」
の
実
施
に
対
し

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

二
、
財
政
運
営
は
、
財
政
規
律
の
基
「
留
萌

市
中
期
財
政
計
画
」
に
よ
り
、
行
っ
て
い
る

が
今
後
の
見
通
し
は
。

三
、
首
長
の
役
割
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
「
持
続
可
能
な
街
づ
く
り
」
に
向
け
て

ス
タ
ン
ス
を
明
確
に
示
す
こ
と
も
必
要
と
思

う
が
。

答
弁

一
、
待
機
児
童
の
解
消
な
ど
の
緊
急

課
題
に
対
し
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
応
し
、市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

優
先
順
位
を
付
け
て
施
策
を
選
択
す
る
。

二
、
市
の
財
政
は
、
一
般
行
政
経
費
が
増
え
、

病
院
事
業
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
厳
し

い
財
政
運
営
が
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

三
、
将
来
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
と
共

有
し
、
共
に
未
来
を
想
像
し
な
が
ら
、
ま
ち

づ
く
り
を
展
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
頑
張
っ
て
行
く
。

笠か
さ
は
ら原　

昌ま
さ
ふ
み史

民
　
　
　
主▲長く使用できない状況が続く海の

ふるさと館の体験型機器

戸と
み
ず水

美み

ほ

こ
保
子

留
萌
公
明
党

▲保育園、年長組「けんばんハーモニカ」
の時間

▲かかと部分に GPS を搭載した靴

海か
い
と
う東　

剛よ
し
の
り哲

萌
芽
ク
ラ
ブ▲旧留萌高校敷地

横よ
こ
た田　

美み

き樹

萌
　
政
　
会

▲地域材を利用した留萌小学校のフ
ローリング

小こ
ぬ
ま沼　

清き
よ
み美

無
　
会
　
派

野の
ざ
き崎　

良よ
し
お夫

無
　
会
　
派 ▲ある日の給食

▲留萌市中期財政計画
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８
月
22
日
の
常
任
委
員
会
は
、
９

月
の
第
３
回
定
例
会
に
向
け
た
議
案

事
項
と
し
て
、
平
成
30
年
度
決
算
と

し
て
健
全
化
比
率
と
資
金
不
足
比
率

な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
職
員
端
末

「W
indow

s7

」
が
来
年
1
月
に
サ

ポ
ー
ト
終
了
す
る
た
め
、
端
末
機
器

の
更
新
に
伴
い
、
取
得
予
定
金
額
が

７
６
１
６
万
８
１
８
０
円
で
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

【 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
企
業
支
援 

】

　

地
域
振
興
部
か
ら
説
明
が
あ
り
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
企
業
支
援
と
し

て
、
今
年
７
月
末
で
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
卒
業
し
た
相
川
春
生
さ
ん
が
、

幌
糠
地
区
を
拠
点
に
農
村
カ
フ
ェ
の

開
設
や
高
付
加
価
値
作
物
農
作
業
の

委
託
、
映
像
制
作
な
ど
業
務
内
容
で

起
業
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　

留
萌
市
で
は
、
留
萌
市
地
域
お
こ

し
協
力
隊
起
業
支
援
補
助
金
に
よ
り
、

▲農村カフェを開設した相川さん

第
１
常
任
委
員
会

カ
フ
ェ
開
設
に
係
る
設
備
や
改
装
費

な
ど
起
業
に
係
る
初
期
費
用
を
一
部

支
援
す
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【 

留
萌
市
空
家
等
対
策
計
画
策
定 

】

　

都
市
環
境
部
か
ら
「
空
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
制

定
（
平
成
26
年
）
を
受
け
、個
別
に
空

家
な
ど
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
な
立
場
に
あ
る
市
町
村
が
実
施

主
体
と
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り「
留
萌
市
空
家
等
対
策
計
画（
案
）」

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
今
年
12

月
中
に
完
成
さ
せ
て
公
表
す
る
予
定

で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
常
任
委
員
会
は
、
７
月
５
日

に
「
留
萌
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」

「
留
萌
市
立
病
院
」を
視
察
し
ま
し
た
。

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
実
際
に
調
理

中
の
様
子
を
見
学
。
配
送
や
職
員
体

制
、
給
食
数
、
献
立
、
衛
生
管
理
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
お
い
し

く
栄
養
の
あ
る
給
食
が
、
子
ど
も
た

ち
に
提
供
さ
れ
て
い
る
現
場
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

市
立
病
院
で
は
、
病
児
保
育
室
と

院
内
保
育
所
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

病
児
保
育
と
は
、病
中
ま
た
は
、病

気
の
回
復
期
に
あ
る
お
子
さ
ん
を
就

労
な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
保
育
で
き

な
い
保
護
者
に
か
わ
り
一
時
的
に
保

育
す
る
こ
と
。
今
年
２
月
に
東
雲
診

療
所
１
階
奥
に
保
育
室
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
市
立
病
院
に
勤
務

す
る
医
療
従
事
者
の
子
ど
も
を
他
の

保
育
施
設
に
入
所
す
る
前
に
２
才
児

ま
で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
院
内

保
育
所
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
５
階
の
休
床
施
設
な
ど
病
院
内

に
お
け
る
施
設
の
現
場
を
実
際
に
見

▲２歳児までの市立病院院内保育

第
２
常
任
委
員
会

る
こ
と
で
、
多
く
の
情
報
が
得
ら
れ
、

現
状
と
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

【 

陳
情
を
審
査 

】

　

第
３
回
定
例
会
本
会
で
、
第
２
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う
食
材
料

費
（
副
食
費
）
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
」
の
陳
情
に
つ
い
て
、
９
月
17
日

の
常
任
委
員
会
で
審
議
方
法
を
議
論

し
ま
し
た
。
今
後
、
担
当
課
に
具
体

的
な
資
料
な
ど
を
求
め
、
陳
情
者
の

願
意
を
確
認
し
、
12
月
定
例
会
で
委

員
会
審
査
報
告
書
を
提
出
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　９月だというのに扇風機を
かけながらの暑い議会だった。
気温もさることながら、10人
の一般質問という熱気ムンム
ンの議会。４月に有権者の熱
い思いを受けて当選した新人
議員も、先輩議員に教えても
らいながら、堂々と全員が質
問。
　しかし、この議会だよりに
掲載できるのはほんの一部。
個性豊かな議員たちの訴えを
傍聴やYouTube、その日の夜
にあるFMもえるの放送、ホー
ムページの音声…いろいろな
方法で見たり聴いたりしてほ
しい。
　そして11月20日（水）に開
催される「市民と議会の意見
交換会」にはたくさんの市民
に足を運んでほしい。（清）

編集後記

留萌市議会だより

広報るもい　2019（令和元）年 ■11 月号

各 組 合 議 会 か ら の 報 告

　令和元年留萌消防組合議会第２
回臨時会を７月９日開催し、「令
和元年度留萌消防組合補正予算

（第１号）」、「留萌消防組合手数料の一部を改正する条例制定につ

留萌消防組合議会

　令和元年第４回協議会を 10月
１日に開催しました。主な案件は、
留萌南部衛生組合所管施設の現状

を確認するための視察です。最終処分施設では、浸出水の処理状

留萌南部衛生組合議会

いて」の２件を審議し、可決しました。ま
た、７月７日に令和元年度留萌消防団教養
訓練大会に出席し、消防団員 42人による
訓練礼式と放水訓練を見学しました。

令和元年度 留萌市議会議員出席状況（５月１日～９月30日）

※（公）は公の要件による欠席

※（病）は入院などによる欠席

※（監）は監査による欠席

※（―）は出席対象外の会議

※委員会は開催状況によって
　出席回数が異なる
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⑭ 

野
　
崎
　
良
　
夫

⑬ 

村
　
山
　
ゆ
か
り

⑫ 

村
　
上
　
　
　
均

⑪ 

鵜
　
城
　
雪
　
子

⑩ 

笠
　
原
　
昌
　
史

⑨ 

小
　
野
　
敏
　
雄

⑧ 

戸
　
水
　
美
保
子

⑦ 

米
　
倉
　
靖
　
夫

⑥ 

珍
　
田
　
亮
　
子

⑤ 

燕
　
　
　
昌
　
克

④ 

芳
　
賀
　
博
　
康

③ 

海
　
東
　
剛
　
哲

② 

小
　
沼
　
清
　
美

① 

横
　
田
　
美
　
樹

 

　
　
議
　
員
　
名

委 員 会 名 等

定 例 会（ 開 会 日 ）

臨 時 会

特別委員会（予算審議）

特別委員会（決算審議）

議 会 運 営 委 員 会

第 １ 常 任 委 員 会

第 ２ 常 任 委 員 会

議会広報広聴常任委員会

全 員 協 議 会

況の説明を受け、可燃・不燃ごみ埋立地の現状、
有害鳥獣焼却施設では焼却炉の状況、生ごみ処
理施設の現状、資源化施設では各種資源ごみの
選別作業状況を確認しました。


